
抗IL-6受容体抗体（トシリズマブ）はSAA産生抑制し、AAア
ミロイドーシス治療に有効性発揮することが期待される 

解　説 

1.  IL-6はSAA産生に中心的に作用する。 

2.  RAにおいてトシリズマブはSAA,CRPを正常化させる。 

3.  一部の症例で腎アミロイドーシスがトシリズマブにより改善した。 

4.  AAアミロイドーシスは従来難治性の疾患。 

5.  トシリズマブでAAアミロイドーシス治療が期待。 

6.  臨床研究にて改善を証明。 
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理論・動機 

RAにおけるSAA産生プロモーター機序とIL-6阻害によるSAA産生抑制 

臨床研究 

IL-6阻害治療（トシリズマブ）による若年性突発性 
　　関節炎を伴うAAアミロイドーシスの改善 
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